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科学技術融合振興財団研究助成金報告書 

「視点の移動を体験するコミュニケーション・ゲームの開発：発達障

がいを持つ成人を対象に」 

 

【研究実施期間】 

2016 年 3 月～2019 年 2 月 

 

【研究代表者】 

安藤香織 

奈良女子大学研究院生活環境科学系 准教授 

 

【研究協力者】 

冠地情 

東京都成人発達障がい当事者会 イイトコサガシ 代表 

原佐知子 

発達障害者サポートネットワーク LINK、障がい児・者の医療を考える会がじ

ゅまる 

安達菜穂子 

大阪市立大学文学研究科 

 

【学会発表】 

安藤香織・原佐知子・冠地情・安達菜穂子 (2018.3.25)発達障がいのある成人

のためのコミュニケーション・ゲームの開発：男女差の検討 日本発達

心理学会第 29 回大会(東北大学） 

 

【一般向け講演会の実施】 

原佐知子・東田愛子 (2017.11.17)  発達障がいについて考える（奈良女子大

学） 

原佐知子・東田愛子 (2017.11.18)  発達障害のある人の可能性を探る（奈良女

子大学） 

冠地情 (2018.2.23) 発達障害を持つ人の生きづらさの本質「発達障害の僕から今、

皆さんに伝えたいこと」 (奈良女子大学) 

冠地情・笹森理絵 (2019.1.11) 発達障害と多様性 (奈良女子大学) 
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付録 

 

1. 日本発達心理学会第 29 回大会発表抄録 

2. 日本発達心理学会第 29 回大会発表資料 

3. 2017 年 11 月 17 日講演会ポスター 

4. 2017 年 11 月 18 日の講演会ポスター 

5. 2018 年 2 月 23 日の講演会ポスター 

6. 2019 年 1 月 11 日の講演会ポスター 
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発達障がいのある成人のためのコミュニケーション・ゲームの

開発：男女差の検討 

安藤香織 1・原佐知子 2・冠地情 3・安達菜穂子 4 

1 奈良女子大学研究院生活環境科学系・2 がじゅまる・3 イイトコサガシ・ 

4 大阪市立大学文学研究科 

 

目的 

本研究では、発達障がいを持つ成人を対象として開発したコミュニケーション・ゲーム開発し、より

実施しやすい形態を検討する。また、発達障がいを持つ女性が抱えるコミュニケーション上の問題を

明らかにすることを目的とする。 

方法 

調査方法 2016 年 7 月～2017 年 1 月にかけて 7 回コミュニケーション・ワークショップを行い、参加

者はワークショップ終了後に、質問紙に回答した。参加者は合計で 60 名であった。 

ゲーム内容 １グループ６名程度とし、さらにその中で３つのサブグループに分かれる。2 つのサブグ

ループは、テーマについて反対と賛成の立場に立って議論を行い、残る 1 つのグループは議論の様子

を観察し、両グループの良い点をフィードバックした。議論が終了したら立場を交換し、3 つのサブグ

ループはすべての役割を体験した。今回の変更点として、事前に連想ゲームを行った。また話者がボー

ルを持ち、次の人に渡すというルールを導入した。 

調査内容 ①ゲームの評価(5 項目 5 件法) 、②コミュニケーション特性(9 項目 5 件法) 、③個人属性 

結果 

属性 年齢：20 代～60 代以上(20 代～40 代が全体

の約 75％)、性別：女性 28 名、男性 31 名、発達障

がいとの関わり：当事者 43 名、非当事者 17 名で

あった。 

ゲームの評価 ゲームへの評価について、項目ご

とに男女間、当事者と非当事者間で t 検定を行っ

た結果、いずれも有意差はみられなかった。また、

ポジティヴな項目の平均が高く 4 点以上であっ

た。 

コミュニケーション特性 コミュニケーション特

性の尺度について因子分析を行った(Table 1)。因子

1：感情の読み取り困難(α=.80)、因子 2：積極的な

意見表明困難(α=.73)の 2 因子構造となった。性別

と発達障がいとの関わりを独立変数とし、感情読み取り困難の因子を従属変数とした分散分析の結果、

性別と発達障がいとの関わりの主効果が有意で、

男性より女性、当事者より非当事者の方が平均値

が高かった。積極的な意見表明困難についてはい

ずれの主効果も有意ではなかった。 

考察 

発達障がい当事者及び女性は、感情を読み取る

ことが困難だと感じている場合が多いことが示さ

れた。女性は一般にコミュニケーション能力が高

いと言われるが、女性の特性として、感情を読み

取ることをより高い水準で求められているため

に、自分は感情読み取りが十分にできていない、と感じる人が多いと考えられる。女性の発達障害当事

者については特に困難と感じる人が多く、女性であってもやはりコミュニケーションに難しさを感じ

ていた。本研究で用いたような、感情読み取りを必要としないゲームについては、発達障害を持つ人で

あっても、非当事者と同様に困難を感じることなく参加して楽しむことが可能であることが示された。 

Table 1. コミュニケーション特性の因子分析 

因子1 因子2 共通性

5
相手の気持ちや言いたいことを読み取る
のが苦手

.87 -.03 .75

6
相手が言っていることの意図がわからな
いことがある

.84 -.14 .72

9
コミュニケーションで困ったことはあま
りない（R)

-.56 -.18 .35

8
自分が何を困っているかを把握し、それ
を伝えることが難しい

.51 .17 .29

7 自分の気持ちを説明するのが苦手 .46 .40 .37

3
複数での会話場面では聞き役になること
が多く、あまり自分の意見を言わない。

.09 .82 .68

4
本当は相手と意見が違っても、なかなか
自分の意見を説明できない

.29 .78 .69

1
興味ある話題だと自分だけが話し続けて
しまう（R)

.27 -.46 .28

2
自分がリーダーシップを取ろうとするこ
とが多い（R)

-.08 -.46 .21

2.66 1.70因子寄与

Table 2. 感情読み取り困難の平均値 

1. 日本発達心理学会第 29 回大会発表抄録 
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2. 日本発達心理学会第 29 回大会発表ポスター 
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3. 2017 年 11 月 17 日講演会ポスター 
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4. 2018 年 11 月 18 日講演会ポスター 
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5. 2018 年 2 月 23 日講演会ポスター 
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6. 2019 年 1 月 11 日講演会ポスター 

 


